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市 民 性 育 成 の た め の 地 理 教 育
時事問題研究カリキュラムの示唆するもの-
Geography Education for Citizenship:










































社会科の伝統 公民性伝達 社会科学研究 反省的探求
(1)社会科の目標
(2牡 会科の内容












…略…問題は， 反省 のた めの
内容を構成する
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とに大別で きる12）。 ①の資質形成を担 う単 元を
「現代社会研究としての地理」，②のそれを「未来
社会研究としての地理」と名付けよう。両者 は地
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Jefferson, C., Lavdis, D; Ｃ.,Riｖｅｒａ,Ｒ.Ｅ.,Ｃxzｍ 叭£Issues in Global  Education, The Center for Learnings, 1995,
pp.49-100, pp.125-156, pp.179-205, より筆 者が学習内 容を抽 出し， 作成した。 右列の数字 は， 小単元の番号を表している。
れ て き た 判 断 の 公 正 さ を 改 め て 子 ど も た ち に 吟 味　　　 実 践 的 課 題 を 複 数 の 側 面 か ら 提 示 ず る よ う に 単 元
さ せ よ う と す る 。 単 元 は ， 政 策 の 立 案 や 執 行 の 在　　　 設 定 さ れ て い る 。
り 方 で 不 公 正 さ が 指 摘 さ れ て き た ３ つ の 問 題 領 域　　　　 ② 単 元 展 開 ： 国 家 の 政 策 の 距 離 化
に 対 応 す る よ う に 設 定 さ れ ， 各 単 元 で １ つ の 代 表　　　　 各 単 元 を 構 成 す る ５ ～ ７ つ の 小 単 元 で は √ な ぜ
的 な 問 題 例 を 提 示 し て い る 。　　　　　　　　　　　　　 今 日 ま で ， こ れ ら 不 公 正 に 関 わ る 諸 課 題 を 解 決 で
例 え ば ， 第 ２ 単 元 匚世 界 の 飢 餓 」 で は ， 食 糧 問　　　 き な い で い る の か ， 問 題 解 決 が 極 め で 困 難 な 世 界
題 を 取 り 上 げ るｏ そ し て ， 一 部 の 国 に は 国 民 が 生　　　 諸 地 域 の 状 況 ： 現 代 世 界 の シ ス テ ム を 捉 え さ え よ
き る 最 低 限 の 食 糧 さ え 保 障 で き な い 状 況 が あ る こ　　　 う と す る 。
と ， ま た 人 道 上 の 援 助 物 資 が 戦 争 の 駆 け 引 き に 利　　　　 小 単 元 の 展 開 過 程 を 整 理 し た の が 表 ４ で あ る 。
用 さ れ た り ， 労 働 奉 仕 と の 引 き 替 え に 支 給 さ れ る　　　 左 列 に は ， 単 元 展 開 を Ｉ Ｈ Ⅲ の ３ パ ー ト に 分 け ，
実 態 が あ る こ と を 提 示 し て い る 。 第 ４ 単 元 「 外 交　　　 そ れ ぞ れ の 場 面 に お け る 学 習 内 容 を あ ら わ し た 。
問 題 」 で は ， 文 字 通 り ， 外 交 問 題 を 取 り 上 げ るｏ　　　 右 列 に は ， ２ ・ ４ ・ ６ の 各 単 元 に つ い て 具 体 的 な
ア メ リ カ に 代 表 さ れ る 大 国 に は， 独 立 国 の 統 治 権　　　 学 習 内 容 を 例 示 し た 。 こ こ で は 第 ６ 単 元 「 社 会 正
を 侵 し て ま で 諸 外 国 へ の 軍 事 介 入 を 繰 り 返 し て き　　　 義 」 を 事 例 に ， そ の 単 元 展 開 を 説 明 し て ゆ こ う 。
た 歴 史 が あ る こ と ， た と え 武 力 を 行 使 せ ず と も，　　　　 単 元 の 導 入 部 に 相 当 す る Ｉ で は ， 近 現 代 史 の 過
経 済 的 ・ 軍 事 的 な 援 助 を 通 じ て 諸 外 国 に 干 渉 し て　　　 程 ， あ る い は そ の 帰 結 と し て の 世 界 を 概 観 さ せ ，
い 芯 現 状 を 探 求 さ せ て い る 。 第 ６ 単 元 「社 会 正 義 」　　 単 元 の 学 習 課 題 を 提 示 し よ う と す る 。 例 え ば ， 小
で は ， 人 権 問 題 を 取 り 上 げ る 。 非 西 洋 諸 国 の 中 に　　　 単 元27 「 経 済 的 不 公 正１ で は ， 世 界 各 国 の 生 活 水
は 独 自 の 政 治 体 制 を 確 立 し ， 必 ず し も 個 人 の 自 由　　　 準 の 違 い を 示 し ， 国 家 間 に お け る 権 利 保 障 の 格 差
権 が 保 障 さ れ て い な い 国 が あ る こ と ， ま た 諸 権 利　　　 が 拡 大 し て い る 問 題 状 況 を 捉 え さ せ て い る 。
が 整 備 さ=れ て い て も ， 人 種 り 生別 等 の 属 性 に 基 づ　　　　 続 く ４ つ の 小 単 元 で は ， 国 家 単 位 の 政 策 問 題 は，
い て 政 治 的 な 差 別 が 合 法 化 さ れ て い る 社 会 も あ る　　　 国 内 問 題 に 留 ま ら ず ， 国 際 関 係 の 問 題 に ま で 拡 大
こ と を 提 示 し て い る15）。　　　　　　　　　　　　　　　 発 展 し て ゆ く 傾 向 に あ り （ ｎ ）， ま た 各 国 の 政 策
こ の よ う に ２ ・ ４ ・ ６ の 各 単 元 は， 政 策 の 不 公　　　 問 題 は ， ア メ リ カ を 中 核 と す る 国 際 関 係 に も 強 く
正 さ が 問 わ れ て い る 時 事 問 題 を 手 が か り に し て ，　　　 規 定 さ れ る 惰 勢 （ Ⅲ ） を 提 示 し よ う と す る 。 展 開

































































のである。ここで は小単元28 匚政治と人権｣ を事
例に，その学習展開をたどぅてみよう18)。 なお表





























教師の指示・発問 教授学習活動 子どもから引き出し たい知識
(1)












・「 自由 世界」 には， 世界の全人口の24.8% が住 んで いる。
世 界人口 の１／４は自由 を享受 できないでいる
自由が貴重な ものであ るとい う事実が, 1993 年 の「 ニュ ーヨ ーク自由の家
」の調査で明 らか にな った。 この調 査で は，
世界の１／４以下 の人々 しか， 自由 とみなされる国 々に住んでいないことが示されている。
この調査で は， 市民的自由 と政治的権利 の実態を 基礎にして数字がはじき出された。
全人口55億人のう ち， わずか14 億人, 24.8% の人々しか， 自由である と判断さ れなか った。
「自由の家」 の調査 によ ると, 186 ヵ国 のうちビルマ， 中国， キュ ーバ， ハイチ，イ ラク，北朝鮮， リビ アな ど の12 ヵ




















・ デー タの収集方法 はわか らない。
・ これらの調査結果を分析す るにあ たって は， この 記事 が 保守 的な シン
クタン クが発行するニュ ースレ ターか ら引 用 され てい る こと を心 に留
めて置くべきである。
・ 合衆国 は， オースト ラリア，ニ ュージーランド ， カ ナ ダな どと 並び，
最高位にラ ンクされた。
・ イギリ ス， 日本， イタリア，ギ リシア， フラン ス， ド イ ツに は， 特 権




利 の保護 につ いて，　Ｐ： 各国 の




由，3. 奴隷や強制労 働か らの自由，4. 自由と安
全の権利，5. 公平な裁判を受 ける権利，6.遡 及
からの自由，7.私事 や家族生活が 尊重 される権
利，8. 良心・信仰 の自由，9.思想・表現の自由，
10.集会・結社 の自由， 皿 婚姻・家族構 成の自
由, 12. 財産 の権利，匯 移動 の自由, 14. 国 外
追放か らの自由, 15. 外国人集団 追 放 の禁止，
16.自由選挙 の権利, 17. 人権 侵害を効果 的に排
除する
権利，工8.法 の下で個人 と 認 めら れる 権
利， 皿 誤審 の補 償を うける権利, 20. 答弁する
権利, 21. 名前を もつ権利, 22. 国籍をもつ権利，
23.子ど もを もつ権利, 24. 法の下の平等の権利，
25.亡命 の権利
(3)人権に関する各国 の政 策の違 いを　Ｔ： 指示する
リスト にしなさい。　　　　　　　　Ｐ： 整理する
(4)任意に ５つ の国を選択 する。 各国　Ｔ ：指示する
の
人権政策(上 の1 ～25) につ いて　Ｐ ：調査し，
表を完成させ，結果を報告させる。　　 報告する
・ 合衆国 の場合，( 制度の上で は)1. ～25. の全て の権利 が認められている。
・ 中国では， 女性の生 きる権利が認 められず(1), 婚姻 や家族 構 成 は宗教
的戒律で制限され(12), 子ど もも２人 まで(23) し か もつ こと がで き な
い。 なお， 共産党が実権を握り， 司法が独立 して い ない た めに， そ の
代わりを党と一体化した行政機関が行な ってい る(5)。答弁(20) も限定
的にしか， 認められていない。
・ クウェ ートで は， 拷問が正当な もの(2)と みなさ れ，自由 選挙(16) は君
主 制を採用しているために行なわ れていない。 女 性 は， 法律上 一 個人
(18) として認められていない。なお，自由や安全(5) は，あ る一 定 区 画
の
みで認められ， 誤審の保証(19) は，宗教法 において要求 されて い るo
答弁(20) も限定的にしか認 められていない。法 の下 の平 等(24) は， 宗
教上の問題とみなされている。
・(2)の答えを， リ スト に整理 する。
・( 略)
(3)
(1)生徒を グループ に分 ける。
(2)各 グル ープごと に
１ ヵ国を 選択 さ
せ，そ の国が全て の市民 に人 権を
保障する ためにとるべ き政策を提
案させる。
(3)各 グル ープに自分 たちの提案を報
告させ，最 も優れた提案 に投 票さ
せる。
(4)｢もし人権を認 めない 国 に私 か住
んでいた ら， 私 の人生 にはどのよ











・憲法で， 宗教的戒律と政治，行政を分離 することを定 める。
・ 憲法で， 一個人としての女性の権利を認 める。
・司法機関を， 行政機関か ら分離・独立さ せる。 など
(多様なエッセイ内容/解答例)
・ 私は
， 女性であるが ゆえ に，大学 に進学 するこ と も， 自 分 のつ きた い







(2)10人に インタビューを試 み， どの






・合衆国では， 憲法の修正条項で，個人 の権利 が 保障 さ れいて る。 合 衆
国 は， 世界人権宣言を批准してい る。
・ 半分以上 のアメリカ人 は， 人権 の内容 につい て 知っ てお り， そ れを当
然のこととして認識しているだろう。
・ アフリカ系や スペイ ン系のマイ ノリテ ィーは， 現 実生 活で は必ず し も
人 権は保障されていないと認識しているだろう。
Jefferson, C.t Lavdis, D., Rivera, R. E., Current  Issi£es in Global  E血CdtlOJl,
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